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保
存
が
決
ま
っ
た
敷
島

浄
水
場
の
配
水
塔
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日
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火曜日 先勝

女子大生刺傷内容認める

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

東京・小金井市の女子

大生刺傷事件の初公判

で、殺人未遂罪などに問われた岩

埼友宏被告＝伊勢崎市＝は起訴内

容を認めた。検察側は一方的に好

意を持った被告がプレゼントを送

り返され、怒りを募らせたと主張。

豊洲 百条委設置で合意 ２
違法天下り 新たに 件 ３
脅迫ウイルス日本で急増 ３
マレーシア 駐北大使召還 ４
ふるさと納税返礼に電力

三
学
期
な
わ
と
び
大
会
と
べ
る
か
な

（
前
橋
月
田
小
５
年

長
井

陸
斗
）

☆
縄
跳
び
大
会
は
、
３
学
期
の
大
き
な

行
事
。
団
体
と
個
人
と
両
方
の
種
目
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
う
ま
く
跳
べ
る

か
、
や
は
り
心
配
で
す
よ
ね
。
（
鈴
）

不平等条約の改正達成
1911明治 年

食管法を公布
1942昭和 年

２月21日
太平洋戦争突入で米不足が深刻

化。生産者から強制的に供出させ、

消費者に配給量を定めた食糧管理法

が戦時統制立法として登場した。戦

後も管理体制は残るが、米余りを背

景に 年に食糧法に替わり、販売や

流通の自由度が大幅に増した。

日米新通商航海条約がワシントン

で調印され、関税自主権を回復した。

その後各国も追随。在日外国人への

領事裁判権はすでに撤廃されていた

が、これで懸案だった不平等条約の

改正を達成。日露戦争後の日本の国

際的地位向上が後押しした。
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２
０
１
７
・
２
・

合
唱
や
吹
奏
楽
、

演
劇
な
ど
で
、
前
橋

市
の
県
民
会
館
（
ベ

イ
シ
ア
文
化
ホ
ー

ル
）
の
窑
台
に
立
っ

た
こ
と
の
あ
る
人
は

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
経

験
が
、
飛
躍
の
原
点
と
な
っ
た

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
▼
会

館
が
完
成
し
た
の
は
１
９
７
１

年
。
老
朽
化
が
目
立
ち
、
耐
震

化
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
県

は
改
修
を
決
め
、
新
年
度
予
算

案
に
基
本
設
計
費
な
ど
１
億
２

７
４
０
万
円
を
計
上
。
本
格
的

な
改
修
に
は
２
０
２
０
年
に
着

手
す
る
予
定
だ
▼
改
修
に
は
相

当
な
額
の
費
用
が
か
か
る
が
、

税
金
を
投
じ
る
か
ら
に
は
、
県

民
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す

く
、
有
用
な
施
設
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
質
の
高
い
芸

術
文
化
に
触
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
芸
術
文
化
に
関
わ
る
県
民

を
育
て
た
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
役
立
つ
施
設
を
目
指
し
て
ほ

し
い
▼
会
館
の
利
用
者
か
ら
こ

ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る

音
響
・
照
明
ス
タ
ッ
フ
の

対
応
が
素
晴
ら
し
か
っ
た

要

望
に
応
え
て
も
ら
え
る
だ
け
で

な
く

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
が

た
か
っ
た

▼
こ
う
し
た
ス
タ

ッ
フ
の
姿
勢
や
技
術
力
を
、
他

の
文
化
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
伝

授
す
る
こ
と
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
室

や
会
議
室
な
ど
を
小
規
模
な
公

演
や
練
習
場
所
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
も
い
い
▼
会

館
は
芸
術
文
化
を
支
え
る
道
具

の
一
つ
。
よ
り
豊
か
な
芸
術
文

化
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
会
館

に
ど
ん
な
役
割
を
持
た
せ
、
ど

の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
有
効
な

の
か
。
改
修
を
始
め
る
前
に
、

も
う
一
度
、
考
え
て
ほ
し
い
。
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保存図り耐震補強

日
に
開
か
れ
た
市
水
道
・

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
（
会

長
・
平
川
隆
一
前
橋
工
科
大
准

教
授
）
で
、
市
が
保
存
の
方
針

を
報
告
し
た
。
新
年
度
の
水
道

事
業
会
計
当
初
予
算
案
に
、
現

在
の
塔
に
替
わ
る
新
た
な
配
水

塔
の
設
計
費
と
し
て
、
１
千
万

円
を
計
上
す
る
。

市
水
道
局
に
よ
る
と
、
配
水

塔
は
耐
震
診
断
で
震
度
６
弱
に

耐
え
ら
れ
な
い
可
能
性
が
浮

上
。
し
か
し
、
タ
ン
ク
に
水
を

た
め
ず
、
耐
震
補
強
を
す
れ
ば

安
全
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
、
現
役
を
引
退
さ
せ
て

保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

新
し
い
配
水
塔
は
現
在
の
配

水
塔
の
北
側
に
建
て
、
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
と
機
能
を
持
た
せ

る
。２
０
１
９
年
度
に
着
工
し
、

年
度
に
完
成
す
る
見
通
し
。

現
在
の
配
水
塔
の
耐
震
補
強

は
、
稼
働
を
終
え
る
予
定
の

年
度
以
降
に
実
施
す
る
。
一
連

の
事
業
費
は
今
後
詰
め
る
。

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に

建
て
ら
れ
た
配
水
塔
は
鋼
鉄
製

で
、
高
さ

・
４
㍍
。
ポ
ン
プ

で
く
み
上
げ
た
飲
料
水
を
約
９

０
０
㌧
た
め
る
こ
と
が
で
き
、

市
街
地
に
住
む
市
民
約
６
万
人

に
供
給
し
て
い
る
。

建
造
時
の
姿
の
ま
ま
今
も
使

わ
れ
、

年
に
国
の
有
形
文
化

財
、
２
０
１
４
年
に
土
木
学
会

の
奨
励
土
木
遺
産
に
選
ば
れ

た
。
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
市

立
小
学
校
の
社
会
科
見
学
の

定
番
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。同

時
期
に
建
設
さ
れ
、
配
水

塔
に
隣
接
し
て
い
る
水
道
資
料

館
（
２
階
建
て
、
総
床
面
積
約

２
９
０
平
方
㍍
）は
４
月
か
ら
、

配
水
塔
の
耐
震
補
強
が
終
わ
る

ま
で
休
館
す
る
。
展
示
資
料
は

敷
地
内
の
別
の
建
物
に
移
し
て

公
開
す
る

戸
塚
良
明
・
市
公
営
企
業
管

理
者
は

先
人
の
築
い
た
大
切

な
財
産
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
る
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前橋市は国の有形文化財に登録され、 年にわたり

使われている敷島浄水場の配水塔（同市敷島町）につ

いて、４年後に稼働を終了し、耐震補強をした上で保

存する方針を決めた。敷地内に新たな配水塔を建て、

機能を移す。昨年 月に耐震不足が判明し、対応を検

討していた。市民から「水道タンク」と親しまれ、県

立敷島公園周辺のシンボル的存在であることから、市

は可能な限り現在の形を残す考えだ。

敷地内に新配水塔
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年
ぶ
り

知
事
正
式
表
明

大
沢
正
明
知
事
は

日
の
県

議
会
本
会
議
で
、
２
０
２
８
年

の
第

回
国
民
体
育
大
会
・
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
県

内
招
致
を
目
指
す
意
向
を
正
式

に
表
明
し
た
。
実
現
す
れ
ば
、

冬
季
国
体
を
除
く
本
大
会
で
は

１
９
８
３
年
の
第

回
「
あ
か

ぎ
国
体
」
以
来
、

年
ぶ
り
２

度
目
の
県
内
開
催
と
な
る
。

県
議
会
の
決
議
を
経
て
、
県

と
県
教
委
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
３
者
連
名
で
、
新
年
度
の
早

い
時
期
に
文
部
科
学
省
と
日
本

体
育
協
会
に
要
望
書
を
提
出
す

る
。
早
け
れ
ば
新
年
度
半
ば
に

は
開
催
が
内
々
定
す
る
見
通

し
。開

催
の
意
義
に
つ
い
て
大
沢

知
事
は
「
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
本
県
の

魅
力
発
信
の
機
会
に
も
な
る
」

な
ど
と
説
明
し
た
。

国
体
を
巡
っ
て
は
、
県
ス
ポ

ー
ツ
協
会
が
昨
年
６
月
、
県
に

対
し
、
県
内
招
致
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
。
県
は
有
識
者
ら

で
つ
く
る
国
体
検
討
懇
話
会
を

設
置
し
、
昨
年

月
か
ら
本
県

開
催
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
た
。

懇
話
会
が
１
月
に
大
沢
知
事

に
提
出
し
た
報
告
書
に
は
、「
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
」
と
い

っ
た
視
点
の
ほ
か
、
高
齢
者
の

積
極
参
加
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど

の
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

国
体
は
１
９
４
６
年
に
第
１

回
が
開
か
れ
て
以
来

都
道
府

県
が
持
ち
回
り
で
開
催
し

年
の
京
都
国
体
か
ら
２
巡
目
に

入
っ
て
い
る

開
催
地
は
全
国

を
３
地
区
に
分
け
て
順
番
に
決

め
て
お
り

本
県
が
含
ま
れ
る

東
地
区

で
２
０
２
８
年
ま
で

に
２
度
目
の
本
大
会
開
催
の
実

績
や
予
定
が
な
い
の
は
本
県
と

山
梨
県
の
み
と
な
っ
て
い
る
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給
食
無
料
化
へ
３
億

渋
川
市

予
算
案

子
ど
も
の
成
長
後
押
し

渋
川
市
は

日
、
前
年
度
比

１
・
９
％
増
と
な
る
総
額
３
３

３
億
１
２
０
０
万
円
の
２
０
１

７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案

を
発
表
し
た
。
育
児
や
高
齢
者

支
援
の
複
合
施
設
と
し
て
４
月

に
開
設
す
る
「
渋
川
す
こ
や
か

プ
ラ
ザ
」
（
同
市
渋
川
）
や
、

小
中
学
生
の
給
食
費
完
全
無
料

化
な
ど
福
祉
施
策
を
拡
充
。
３

年
ぶ
り
の
増
額
予
算
と
な
っ

た
。プ

ラ
ザ
は
、
昨
年
３
月
い
っ

ぱ
い
で
閉
院
し
た
渋
川
総
合
病

院
跡
に
開
設
し
、
運
営
管
理
費

と
し
て
１
億
２
３
７
万
円
を
計

上
。
計

校
の
約
５
６
０
０
人

が
対
象
と
な
る
給
食
費
無
料
化

は
子
育
て
世
代
の
経
済
負
担
軽

減
が
目
的
で
、
３
億
３
１
６
万

円
を
投
入
す
る
。市
は
本
年
度
、

第
３
子
以
降
の
給
食
費
を
無
料

化
し
て
い
た
。
生
活
困
窮
世
帯

の
中
学
生
へ
の
家
庭
訪
問
型
の

学
習
支
援
に
１
５
３
万
円
を
充

て
る
。

全
市
民
を
対
象
に
新
年
度
中

に
発
足
す
る
「
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
支
援
に
５
８
１
万

¬∨
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⇒

面
に
主
要
事
業
一
覧

円
を
盛
り
込
ん
だ
。

歳
入
は
、
個
人
市
民
税
や
固

定
資
産
税
の
増
収
を
見
込
み
、

市
税
を
１
・
０
％
増
の
１
０
６

億
８
４
０
０
万
円
と
し
た
。
歳

出
は
公
債
費
が
４
・
７
％
増
の

億
９
５
０
０
万
円
に
な
っ

た
。機

構
改
革
で
は
、
会
計
部
を

廃
止
し
、
会
計
管
理
者
に
課
長

級
を
配
置
し
て
会
計
課
長
を

兼
任
さ
せ
る
。
阿
久
津
貞
司
市

長
は
記
者
会
見
で
「
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
後
押
し
す

る
施
策
に
重
点
を
置
い
た
」
と

述
べ
た
。
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群
響
の
音
色

議
場
に
響
く

県
議
会
が
開
会

県
議
会
第
１
回
定
例
会
が

日
開
会
し
た
。
大
沢
正
明
知
事

は
総
額
７
２
４
５
億
６
３
０
０

万
円
の
２
０
１
７
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
な
ど
計

議
案

を
提
案
し
、
「
人
口
減
少
社
会

が
進
む
中
、
本
県
の
未
来
を
支

え
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
施

策
を
充
実
さ
せ
る
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
群
馬
交
響

楽
団
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚

序
曲
」
や
ブ
ラ

ー
ム
ス
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
窑
曲
第

５
番
」
な
ど
を
演
奏
し
、
議
場

に
美
し
い
音
色
を
響
か
せ
た
‖

写
真
。

提
案
し
た
の
は
新
年
度
予
算

案
の
ほ
か
、
試
験
研
究
機
関
の

整
備
で

億
３
３
０
０
万
円

を
増
額
す
る
２
月
補
正
予
算

案
、
ぐ
ん
ま
未
来
創
生
基
金

条
例
案
な
ど
。
県
議
会
は
、
監

査
委
員
に
弁
護
士
の
丸
山
幸

男
氏

‖
館
林
市
西
高
根
町

‖
を
再
任
す
る
人
事
案
に
同
意

し
た
。

会
派
ご
と
の
代
表
質
問
は

日
、
一
般
質
問
は

日
、
３
月

１
、
２
日
に
行
わ
れ
る
。

（

面
に
知
事
提
案
説
明
要

旨
）

庁
舎
耐
震
対
策

新
計
画
に
明
記

県
診
断
受
け
大
泉
町

県
な
ど
が
１
月
に
公
表
し
た

県
内
の
大
型
施
設
の
耐
震
診
断

結
果
で
、
庁
舎
が
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
と
さ
れ
た
大

泉
町
は
、
年
度
内
に
公
表
予
定

の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
、
建
て
替
え
や
耐
震
補
強
と

い
っ
た
対
策
の
必
要
性
を
明
記

す
る
方
針
を
決
め
た
。

町
に
よ
る
と
、
庁
舎
は
１
９

７
４
年
に
建
設
。
１
月
公
表
の

診
断
結
果
で
は
、
県
内
町
村
役

場
庁
舎
で
唯
一
、
現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

カ

所
に
入
っ
た
。

庁
舎
に
つ
い
て
、
町
は
耐
震

改
修
促
進
計
画
で
「
優
先
的
に

耐
震
化
が
必
要
な
施
設
」と
し
、

昨
年
３
月
公
表
の
公
共
施
設
白

書
で
は
、
建
て
替
え
た
場
合
の

費
用
を
約

億
７
千
万
円
と
試

算
し
た
。
新
年
度
は
庁
舎
を
含

め
た
公
共
施
設
全
体
の
長
寿
命

化
を
検
討
す
る
新
た
な
管
理
計

画
を
策
定
す
る
。

２
０
１
３
年
施
行
の
改
正
耐

震
改
修
促
進
法
で
、
一
部
の
大

型
施
設
に
耐
震
診
断
と
自
治
体

へ
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
た
だ
、
い
つ
ま
で
に
耐
震

改
修
す
る
と
い
っ
た
義
務
付
け

は
な
く
、
大
泉
町
も
対
策
の
実

施
期
限
を
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
県
内
の
自
治
体
庁
舎
を
巡

る
耐
震
診
断
結
果
で
は
桐
生
市

役
所
が
震
度
６
強
以
上
で
「
倒

壊
・
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
」

と
さ
れ
た
。
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